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【東京IC⇒箱根口IC間】
東名+小田原厚木道路利用
所要時間：53分（約66km）
所要時間が28分短縮

【東京IC⇒箱根口IC間】
東名+国道129号+国道134号+西湘BP利用

所要時間：81分（約70km）

N

N 小田原城（神奈川県小田原市）

大湯間歇泉（静岡県熱海市）

2015年世界遺産登録

韮山反射炉
（静岡県伊豆の国市）

資料：2019年4月ヒアリング調査結果

≪観光協会・自治体の声≫
○小田原厚木道路が圏央道などの周辺道路とアクセスが良くなり、毎月大磯港で開催している「大磯市」等に

北関東方面の来磯者が増加しています。 （大磯町観光協会）
○首都圏はもとより、小田原厚木道路・圏央道の開通によって他県からの移動時間が短縮にされ、観光客の
増加に繋がっています。（小田原市観光協会）

○首都圏からの交通手段としてバス及び自家用車が約75％、その他が約25％となっています。
小田原厚木道路の開通により、自動車による来遊客数の増加しております。（伊東市観光課）

観光地へのアクセスが向上！温泉地への来訪客数が1.6倍に増加！

東京からの所要時間が短縮し、観光地へアクセス向上

箱根
※所要時間は12時間平均旅行速度を用いて算出

資料：平成27年全国道路・街路交通情勢調査（国土交通省）

≪東京から箱根への所要時間の変化≫

※図は小田原厚木道路開通時の道路網

東京から箱根町までの所要時間の変化 東京

東京から箱根等の観光地へのアクセスが向上！
観光地への来訪客数が約1.6倍に増加！

整備効果①：東京から観光地へのアクセス向上
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≪伊東温泉来訪客数の推移≫

419

656

0

300

600

1968 2018

来
訪
客
数
（万

人
）

開通前に比べて
約1.6倍に拡大

資料：伊東温泉観光統計


